
当
社
は
、
ニ
チ
メ
ン
と
日
商
岩
井
の
統
合
に
よ
り

２
０
０
４
年
に
発
足
し
た
総
合
商
社
で
、
８３
の
海
外

拠
点
、
３
０
８
の
海
外
事
業
会
社
を
有
し
て
い
る
。

さ
か
の
ぼ
れ
ば
１
８
０
０
年
代
後
半
に
前
身
と
な
る

３
社（
岩
井
文
助
商
店
、
鈴
木
商
店
、
日
本
綿
花
）の

創
業
時
か
ら
、
貿
易
を
ベ
ー
ス
に
海
外
と
密
接
に
関

係
し
て
き
た
。
１
０
０
年
以
上
前
か
ら
「
グ
ロ
ー
バ

ル
人
材
」
が
求
め
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
る
が
、
今

後
労
働
人
口
の
減
少
が
明
ら
か
な
日
本
社
会
に
お
い

て
、
あ
ら
た
め
て
世
界
を
舞
台
に
活
躍
す
る
人
材
の

育
成
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
、
国
境
を
越

え
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
容
易
と
な
っ
た
今
、

稼
ぐ
力
を
持
つ
社
員
を
多
く
育
て
る
こ
と
が
で
き
な

け
れ
ば
、
熾
烈
な
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
生
き
残
る
こ

と
は
難
し
い
。
そ
の
た
め
、
当
社
で
は
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
の
育
成
を
目
的
と
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
を
導

入
し
て
い
る
。
今
回
は
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
の
た

め
の
施
策
と
実
際
に
当
社
で
活
躍
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

海
外
を
知
る
制
度

総
合
商
社
で
あ
る
当
社
は
国
内
外
に
４
０
０
社
以

上
の
グ
ル
ー
プ
会
社
を
擁
し
、
全
世
界
を
カ
バ
ー
す

る
グ
ロ
ー
バ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
も
と
事
業
を
展
開
、

約
４
０
０
名
の
本
社
社
員
が
駐
在
員
と
し
て
海
外
現

地
法
人
や
事
業
会
社
の
各
現
場
で
働
い
て
い
る
。

こ
の
海
外
駐
在
の
足
掛
か
り
と
し
て
海
外
ト
レ
ー

ニ
ー
制
度
を
設
け
、
若
手
が
早
期
に
海
外
勤
務
を
経

験
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

海
外
ト
レ
ー
ニ
ー
の
う
ち
、
短
期
ト
レ
ー
ニ
ー
は

１
〜
６
カ
月
程
度
の
期
間
、
海
外
事
業
会
社
も
し
く

は
当
社
海
外
拠
点
に
派
遣
さ
れ
、
派
遣
先
で
の
総
合

的
Ｏ
Ｊ
Ｔ
や
特
定
テ
ー
マ
の
遂
行
な
ど
を
行
う
。
研

修
終
了
時
に
は
必
ず
成
果
発
表
の
機
会
を
設
け
る
こ

と
で
ト
レ
ー
ニ
ー
の
意
識
付
け
を
高
め
、
同
時
に
派

遣
元
に
も
本
人
の
成
長
を
は
か
る
場
と
し
て
い
る
。

長
期
ト
レ
ー
ニ
ー
は
１
年
程
度
の
期
間
、
海
外
統

括
拠
点
お
よ
び
事
業
会
社
に
派
遣
さ
れ
る
。
長
期
ト

レ
ー
ニ
ー
は
海
外
拠
点
に
お
け
る
日
常
業
務
の
実
践

を
通
じ
た
Ｏ
Ｊ
Ｔ
だ
け
で
な
く
、
派
遣
時
に
設
定
さ

れ
た
個
別
課
題
・
研
究
テ
ー
マ
へ
の
取
り
組
み
や
、

大
学
の
講
座
や
語
学
研
修
へ
の
参
加
も
含
め
たO

ff-
JT

も
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
課
さ
れ
て
お
り
、
海
外

で
の
業
務
経
験
だ
け
で
な
く
、
現
地
で
の
人
脈
形
成

や
幅
広
い
知
識
の
獲
得
に
よ
り
、
将
来
の
海
外
駐
在

に
活
か
し
て
い
く
ね
ら
い
が
あ
る
。

ま
た
、日
常
的
に
は
社
内
研
修
の
ほ
か
に
「Salon

de

外
国
語
」
と
い
う
、
外
国
籍
社
員
と
の
交
流
の

機
会
も
提
供
し
て
い
る
。
お
昼
の
時
間
を
利
用
し
、

英
語
・
中
国
語
・
韓
国
語
・
ベ
ト
ナ
ム
語
な
ど
昼
食

を
取
り
な
が
ら
外
国
籍
社
員
と
交
流
す
る
。
言
語
能

力
向
上
と
他
部
署
の
社
員
と
簡
単
に
他
国
籍
交
流
が

で
き
る
場
と
し
て
多
く
の
社
員
が
参
加
し
て
い
る
。

本
社
を
知
る
制
度

本
社
社
員
が
海
外
へ
行
く
だ
け
で
な
く
、
海
外
の

拠
点
で
働
く
社
員
が
本
社
を
知
る
機
会
も
あ
る
。

１
つ
目
は
Ｇ
Ｐ
Ｄ（G

lobal
P
rofessional

D
e-

velopm
ent

）・
Ｇ
Ｎ
Ｌ
Ｄ（G

lobal
N
ext
L
eader

朝
村
圭
太

あ
さ
む
ら

け
い
た

グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
活
躍
支
援

双
日
人
事
部
グ
ロ
ー
バ
ル
・
人
材
育
成
課
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D
evelopm

ent

）と
呼
ば
れ
る
各
海
外
拠
点
お
よ
び

海
外
グ
ル
ー
プ
会
社
の
管
理
職
候
補
を
育
成
す
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
だ
。
数
日
間
、
世
界
中
の
管
理
職
候
補
生

を
東
京
本
社
へ
集
め
、
新
規
ビ
ジ
ネ
ス
発
案
に
つ
い

て
本
社
社
員
と
と
も
に
議
論
を
行
う
。
最
終
日
に
は

チ
ー
ム
ご
と
に
役
員
向
け
の
発
表
も
あ
り
、
双
日
グ

ル
ー
プ
と
し
て
の
帰
属
意
識
を
醸
成
す
る
と
と
も
に

本
社
と
の
相
乗
効
果
を
生
ま
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。

２
つ
目
は
逆
駐
在
制
度
だ
。
写
真
の
ウ
ィ
リ
ア
ム

ズ
・
デ
イ
ビ
ッ
ド
は
逆
駐
在
か
ら
本
社
社
員
へ
転
籍

し
た
経
歴
を
持
つ
。
２
０
０
５
年
ロ
ン
ド
ン
支
社
で

採
用
さ
れ
、
２
０
１
１
年
に
逆
駐
在
、
２
０
１
５
年

日
本
本
社
へ
の
転
属
を
経
て
、
本
社
社
員
４
年
目
と

な
る
。
人
事
部
グ
ロ
ー
バ
ル
・
人
材
育
成
課
で
先
述

の
Ｇ
Ｐ
Ｄ
や
Ｇ
Ｎ
Ｌ
Ｄ
等
、
海
外
の
現
地
社
員
向
け

の
研
修
や
採
用
な
ど
を
担
当
し
て
い
る
。
自
身
の
経

験
を
活
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
活

躍
を
助
け
て
い
る
。

ま
た
、
本
社
と
海
外
の
橋
渡
し
と
し
て
活
躍
し
て

い
る
の
が
広
報
部
の
翻
訳
チ
ー
ム
だ
。

グ
ル
ー
プ
報
「
Ｈ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｚ
Ｏ
Ｎ
」
の
制
作
に
お

い
て
は
、
英
訳
お
よ
び
記
事
作
成
を
担
当
。
海
外
の

大
き
な
イ
ベ
ン
ト
や
、
国
内
外
で
働
く
社
員
に
焦
点

を
当
て
た
特
集
な
ど
、
双
日
グ
ル
ー
プ
の
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
や
人
を
紹
介
す
る
記
事
を
グ
ル
ー
プ
社
員
に

展
開
す
る
こ
と
で
、
双
日
へ
の
理
解
を
深
め
、
帰
属

意
識
を
醸
成
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
加
え

て
、
海
外
拠
点
で
活
躍
す
る
現
地
社
員
を
特
集
す
る

連
載
や
、
日
本
の
文
化
や
特
徴
を
紹
介
し
、
日
本
へ

の
興
味
を
高
め
る
記
事
も
企
画
・
提
供
し
て
い
る
。

社
内
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
「Sojitz

e-
C
am
pus

」
に
も
同
様
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
展
開
し
、

双
日
内
の
グ
ロ
ー
バ
ル
間
連
携
を
強
め
て
い
る
。

実
際
に
活
躍
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

現
在
鉱
産
部
セ
ラ
ミ
ッ
ク
原
料
課
で
働
く
フ
ァ

ン
・
サ
ン
ピ
ル
も
、
当
社
で
活
躍
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
の
一
人
だ
。
彼
は
韓
国
籍
だ
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

で
育
ち
、
香

港
で
採
用
さ

れ
た
。
主
に

ベ
ト
ナ
ム
や

南
ア
フ
リ
カ

の
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
を
相
手

に
ト
レ
ー
デ

ィ
ン
グ
ビ
ジ

ネ
ス
を
担
当

し
て
い
る
。

ま
だ
２
年
目
だ
が
、
単
身
で
海
外
の
顧
客
と
の
商
談

を
任
さ
れ
て
お
り
、
先
述
の
「Salon

de

外
国
語
」

の
英
語
・
韓
国
語
講
師
も
担
当
す
る
な
ど
、
公
私
と

も
に
周
り
か
ら
の
信
頼
は
厚
い
。

彼
が
入
社
し
て
感
じ
た
日
本
的
風
土
の
１
つ
に

「
責
任
感
」
が
あ
る
。
日
本
人
は
責
任
感
を
強
く
持

ち
、
一
つ
一
つ
の
仕
事
に
つ
い
て
や
り
抜
く
意
志
を

強
く
持
っ
て
い
る
。
こ
の
日
本
独
自
の
強
み
を
持
っ

て
、
世
界
で
戦
う
一
流
の
商
社
パ
ー
ソ
ン
に
な
り
た

い
と
語
っ
て
い
た
。

他
文
化
で
育
っ
た
と
い
う
背
景
か
ら
、
今
ま
で
に

な
い
発
想
で
提
案
し
、
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
ビ
ジ
ネ
ス

の
新
規
顧
客
開
拓
を
支
え
て
い
る
。
発
想
に
大
切
な

の
は
国
籍
や
文
化
で
は
な
く
、
純
粋
な
興
味
で
あ
り
、

仕
事
を
義
務
だ
と
思
わ
ず
、
意
志
を
持
っ
て
や
り
遂

げ
る
こ
と
が
、
世
界
で
活
躍
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

と
し
て
一
番
必
要
な
要
素
で
あ
る
と
彼
は
語
っ
て
い

た
。以

上
が
当
社
で
活
躍
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
一

例
で
あ
る
。
昨
今
何
か
と
話
題
に
上
が
る
「
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
」
と
い
う
言
葉
だ
が
、「
海
外
に
精
通
し

て
い
る
人
材
」
の
こ
と
を
指
す
場
合
が
多
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
世
界
か
ら
見
れ
ば
日
本
も
ま
た
海
外
で
あ

り
、
ど
こ
に
主
観
を
置
く
か
で
定
義
が
変
わ
っ
て
し

ま
う
。
双
日
で
は
国
籍
・
場
所
に
関
係
な
く
活
躍
す

る
人
材
を
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
と
定
義
し
て
い
る
。
世

界
を
舞
台
に
新
た
な
価
値
を
生
み
出
せ
る
人
材
を
育

て
、
新
し
い
も
の
に
興
味
を
持
ち
柔
軟
な
発
想
を
続

け
ら
れ
る
組
織
づ
く
り
に
引
き
続
き
尽
力
し
て
い
き

た
い
。
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